
 

 

安全上の注意 

 

*雷が鳴った時本体、同軸ケーブルや電源プラグなどには触れないでください。感電の原因となります。 

*湿気やほこりの多い場所に置かないでください.*強い光の当たる場所と熱器具に近づけないでください。 

*調理台や加湿器のそばなど、油煙や湯気、水滴が当たるような場所に置かないでください。 

*周囲の温度が高い場合もしくは湿度が高い場合、温度が下がった際に内部で結露することがありますので

ご注意ください。(操作の温度範囲0°C~40°C). 

*導電性の物質に近づけないでください。 

*接続する際、システムに電源を入れないでください。 

*ケーブルの距離を十分に確保してください。 

*ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置かないでください。 

*テレビ、ラジオなどの電気製品に近づけないでください。感電の原因となります。 

*この機器を分解、改造しないでください。火災、感電の原因となります。 

*電源コードの上に重いものをのせたり、コードを本機の下敷きにしないでください。コードが傷ついて,火

災・感電の原因となります。（コードの上を敷物などで覆うことにより、それに気付かず,重い物をのせて

しまうことがありますので注意してください。） 

*電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱したりしない

でください。コードが破損して、火災、感電の原因となります。 
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1. スペック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PC最低スペック 

 

CPU                intel,celeron  Dual-Core   2.7GHz以上 

メインメモリー          2GB RAM以上 

VGA（ビデオメモリー）       512MB以上 

 

 

 

 

 

 

映像素子 1/2.7 inch color CMOS sensor, Resolution: 

総画素数 1920×1080  

旋回機能 横方向：355度回転  縦方向：135度 

イーサネット 10/100Base-T,RJ45 

最大接続数 最大10同時接続(画質設定により変動します) 

画像解像度/フレームレート 30ｆｐｓ（1920×1080）、30fps(1280×1024)、 

30fps(1280×800) 

,30fps(30fps(640×480),30fps(320×240), 

記録メディア SDカード，最大 32GB class 10 

映像圧縮方式 H.264,MJPEG,MJPEG4 

ネットワークプロトコル TFTP/IP,HTTP,UDP,SMTP,FTP,DDNS,UPnP,Telnet,NTP

,PPPoE,RTSP,RTP,RTCP,DHCP,DNS 

セキュリティ ID/パスワード設定可能 

最低被写体照度 0.5Lux  

動体検知機能 有 

フリッカレス機能 有 

レンズ f = 4.9~ 49mm, F1.8~3.0 

水平角度66.6度～7.2度 

消費電力 最大12W 

動作温度 0℃～＋40℃ 

外形寸法  105(W)×105(H)×110(D)mm 

重量 約380g 

電源 DC12V ±10％，1.5A 
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2. 外観 

2-1フロント 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2. リア 
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3. 接続、インストール、カメラ登録 

3-1.  接続 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

      

       

 

 

 

IPカメラに電源とLANケーブルを接続して下さい 

 

LANケーブルは 別途用意してください 

 

LANケーブルは 本体裏側に挿し込み 反対側のコネクターを ルーター又はハブに挿してください 

 

カメラに電源が入りLAN接続が完了したら 付属のCDを用意して カメラと同じネットワーク内に 

 

接続されているパソコンを用意してください 
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3-2. PCにソフトをインストールする 

 

付属のCDを用意してください 

PCのドライブにCDを入れてください 

Software Utilityをクリックし 

ソフトのインストールを開始してください 

 

 

 

 

 

 

インストールを進めるために 

Install Finder をクリックしてください 

 

 

 

 

 

 

 

次へをクリックしてください 

 

 

 

 

 

 

 

使用許諾契約の条項に同意しますを選択し 

次へをクリックしてください 
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次へをクリックしてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールをクリックしてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

完了をクリックしインストールを完了してください 

 

 

デスクトップ画面上にアイコンが作成されます 
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3-3. カメラ登録 

 

PCのデスクトップに作成されたIP Finder2のアイコンを開いてください 

 

 

 

 

 

 

カメラ検索をクリックしてください 

 

 

 

検索ボタンをクリックしてください 

同じネットワーク内にIPカメラがある場合 

IPアドレスやMACアドレスが表示します 

登録したいIPカメラをダブルクリックし 

ActiveXのインストールをしてください 

 

インストールが完了すると 映像が見えます 

Languageを日本語に変更してください 
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管理者設定をクリックしてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットワークをクリックしてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DDNSの設定をするために  

設定をクリックしてください 
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有効にチェックを入れて 次へを押してください 

 

 

 

 

 

 

 

アクセスするための アドレスを登録します 

ホスト名を任意で 入力してください 

 

Eメールアドレスを入力してください 

 

入力が完了したら 登録ボタンをクリックし 

登録を完了させてください 

 

登録が完了したら 保存ボタンを押してください 

 

ホームボタンを押すと 通常画面に戻ります 

 

 

 

 

 

登録が完了すると  

登録したメールアドレスに確認メールが 

送られてきますのでアクセスするアドレス及び

 パスワードを 確認してください 

 

 

 

3-4. スマートフォンで映像を見る 

iPhoneやアンドロイド携帯で映像を見るためにブラウザを起動してください 

登録されたメールアドレスに 送られたメールを参考に アドレスを入力してください 
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4. カメラ本体設定 

4-1. メイン画面 

 

① 100％、50％、25％ ：画面表示を変更できます 

② アイコン：スナップショット、全画面表示、一時停止、停止、音量、ミュート機能が使えます 

③ パン/チルトボタン：上下左右のボタンでカメラが動きます  

ストリーム：1 メイン出力  2 サブ出力 

パンボタン：ゆっくり（1～5段階）左右に旋回します 

停止：旋回中に押すと停止します 

巡回：ポイントを登録し巡回します 

アングル：一度ボタンを押した時に動く範囲を 選択できます 

④ ユーザー設定：ネットのユーザー定義設定ができます 

  管理者設定：各種設定ができます 

言語選択：言語が変更できます 

 

注意：本製品のパン/チルト機能を使用する場合  

   動くときに モーター音が 入りますのでご了承ください 

 

 

 

 

① 

③ 
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4-2. システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般設定  

スマートカム名称     カメラの名前です 

LED表示          カメラ全面にある LEDの点灯（点滅）をオフにできます 

 

時間設定 

タイムゾーン      標準で(GMT+09:00）に設定されています 

夏時間（サマータイム） 海外などで適応されるサマータイム設定ができます 

現在時間        PC連動や、NTPサーバー連動が 選択できます 

※ 電源が入らない状態では IPカメラの時間は 保持しません 

  電源を入れてから 時間の設定を必ず行ってください 

 

デジタル入出力設定 

デジタル入力      入力の設定ができます 

 

デジタル出力      出力の設定ができます 
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4-3. ユーザー管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理者パスワードの設定が できます 

 

初期設定は パスワードを求めてきませんが ここで設定すると ログイン時に 

パスワードを必ず求めるように変更できます 
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4-4. ネットワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットワーク設定     

 

現在のネットワーク設定   プラグアンドプレイ方式で 設定されています 

 

現在のポート設定      変更が必要な場合は ネットワーク管理者と相談し設定値を変更してください  

 

DDNS設定 

 

外部のPCやスマートフォンで接続できるようにダイナミックDNSの設定をしてください 

ホスト名（任意）、メールアドレスを入力し 登録ボタンを押してください 
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4-5. アクセスリスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクセスリストの設定 

有効にすると拒否アドレスを追加できます 

どうしてもアクセスしてほしくない アドレスがわかっている場合 登録できます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 15 

4-6. オーディオ＆ビデオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 16 

一般設定 

 

カラー設定：カラーと白黒が選択できます 

ビデオ設定：上下反転、左右反転が選択できます 

環境設定：室内、室外が選択できます 

電源周波数：50Hz、60Hzが選択できます 

 

ビデオ設定 

 

対比：コントラスト調整ができます 

輝度：ブライトネス調整ができます 

彩度：サチュレーション調整ができます 

鮮明度：シャープネス調整ができます 

露出：露出調整ができます 

ゲイン：ゲイン調整ができます 

 

赤外線LED設定 

 

赤外線LEDモード：自動、マニュアルが選択できます 

         マニュアルを選択した場合 LEDのオフが選択できます 

低照度モード：スマートIRが 使用できます 

 

ビデオの出力設定 

 

ビデオ出力：外部出力が 使用可能になります 

現在の形式：出力形式をNTSC、PALから選択できます 

 

オーディオ設定 

 

マイク：マイクのON/OFFや音量の調整ができます 

 

※音声の設定をした場合 リアルタイム映像に 音声が入りますが 

 録画した映像には音声が入りません 
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4-7. 録画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

録画を有効にした場合 検知アプリが動作しなくなりますのでご注意ください 

 

記録スケジュール：常時、曜日、選択された日付から 選択できます 

 

スケジュール：開始時間、終了時間を入力してください   

       上書き録画を有効にするにチェックがある場合 上書き録画をします 

 

記録パラメータ：録画サイズ、ファイル名などを決めます 

 

記録アクション：録画媒体の選択ができます 

        NASを選択した場合 NASの設定が必要です 

        NASの設定は お使いのNASの説明書に沿って設定してください 

 

※音声の設定をした場合 リアルタイム映像に 音声が入りますが 

 録画した映像には音声が入りません 
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4-8. ストリーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オーディオコーデック：音声のコーデックを選択できます 

 

※音声の設定をした場合 リアルタイム映像に 音声が入りますが 

 録画した映像には音声が入りません 

 

ビデオコーデック設定 

ストリームビデオコーデック 

コーデックタイプ：H.264、MPEG4、MJPEGから選択できます 

解像度：1280*800、1280*720、704*576、640*480、320*240、176*144から選択できます 

接続タイプ：ローカル、リモートから 選択できます 

 

フレームレート：3～30フレームで選択できます 

イントラフレーム周期：10,15,20,30,60,90,120から選択できます 

画質タイプ：円滑（ネット重視）、安定（画質重視）から選択できます 

画質調整：１５～４０で選択できます 

 

画像/ストリームに時刻と日付を追加 

解像度：1280*800、1280*720、704*576、640*480、320*240、176*144から選択できます 
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4-9. カメラ操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カメラ操作 

 

パンアングル：5,10,15,20,25,30,35,40,45,50,55から選択できます 

チルトアングル：5,10,15,20,25,30,35,40,45,50,55から選択できます  

パン速度：1（速）～5（遅）から選択できます 

巡回回数：１,10,20,30,40,50から選択できます 

巡回速度：1（速）～5（遅）から選択できます 

 

プリセットポイント設定 

 

任意で選択したポイントにプリセットし そのポイントをカメラに巡回させることができます 
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4-10. 検知アプリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検知アプリで録画を有効にした場合 ビデオの記録が動作しなくなりますのでご注意ください 

※音声の設定をした場合 リアルタイム映像に 音声が入りますが 

 録画した映像には音声が入りません 

 

記録スケジュール：常時、曜日、選択された日付から 選択できます 

 

スケジュール：開始時間、終了時間を入力してください   

        

検知アプリトリガー：動体検知、定時検知、外部センサー検知から 選択できます 

          ビデオクリップの録画時間は すべて10秒です 

             

動体検知パラメーター：動体検知範囲を決めてください 

 

イベント検知間隔：一度検知してから 次に検知するまでの秒数（3～999秒）を設定できます 

 

検知アプリメディア：ログ、スナップショット、ビデオクリップから選択できます 

 

記録アクション：録画媒体の選択ができます 

        NASを選択した場合 NASの設定が必要です 

        NASの設定は お使いのNASの説明書に沿って設定してください 
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4-11. SDカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NASサーバ設定：挿入されたSDを NASのようにネットワーク上の記録媒体と同じように 

       見ることができます 

 

SDカードやUSBフラッシュメモリーに録画、保存された内容を 見ることができます 

 

 

PC内に保存したい時は SDカード又はUSBフラッシュメモリーを 取り外し 

 

直接PCに認識させてコピーしてください 

 

※音声の設定をした場合 リアルタイム映像に 音声が入りますが 

 録画した映像には音声が入りません 

 

※フォーマットボタンは 録画停止中のみ 押せます 
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4-12. システムログ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在のログを見ることができます 

 

4-13. ステータス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラグ＆プレイ方式で ポート開放できているかどうか確認できます 
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4-14. メンテナンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

システム再起動：IPカメラを再起動します 

 

システム復元：工場出荷設定に戻します 

       ネットワークタイプや管理者パスワードにチェックを入れずに復元ボタンを押すと 

       ネットワーク設定とパスワード以外のリセットができます 

 

カメラを校正：ホームポジションの調整ができます 

 

エクスポート/インポート：設定したデータを保存/呼び出しできます 

 

ファームウェアの更新：プログラムの更新が必要な場合 更新します 

 

 


